
　

会
田
病
院
が
、
四
月
一
日
か
ら

入
院
機
能
を
廃
止
し
、「
四
賀
の
里

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
無
床
診
療

所
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
と
し
て
は
、
人
口
の
減
少

や
人
手
不
足
で
住
民
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
な
く
な
り
、
患
者

数
の
減
少
な
ど
で
二
十
六
年
度
に

診
療
所
化
が
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
医
師
一
人
、
看
護
師
五
人

を
含
む
十
七
人
の
職
員
体
制
で
、

内
科
、
外
科
の
外
来
診
療
の
他
、

二
十
五
年
か
ら
休
止
し
て
い
た
訪

問
看
護
を
再
開
し
、「
看み
　
と取
り
」
な

ど
の
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
市
立
病
院
と
も
連
携
し
、
患

者
さ
ん
に
き
め
細
や
か
な
対
応
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
は
、
昭
和
六
十
年

に
建
設
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
三
十
四
年
度
の
市
立
病
院

の
移
転
開
院
に
合
わ
せ
、
本
年
度

内
に
四
賀
地
区
で
建
て
替
え
候
補

地
を
選
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

毎
月
十
一
日
は
「
信
州
あ
い
さ

つ
運
動
」
の
日
で
す
。
家
庭
や
地

域
で
お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
で
、
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、

地
域
を
元
気
に
し
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
よ

う
と
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら

県
な
ど
の
主
催
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

四
賀
地
区
で
も
三
年
前
か
ら
こ

の
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
学
期
の
四
月
十
一
日

の
朝
に
は
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
支
所
前
に
並
び
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
四
賀

小
学
校
の
児
童
に
「
お
は
よ
う
」

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
元
気
に

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
毎
月
恒

例
の
あ
い
さ
つ
に
、
笑
顔
で
ハ
イ

タ
ッ
チ
し
て
応
え
る
児
童
も
い
て
、

朝
か
ら
な
ご
や
か
な
光
景
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
朝
、
子
ど
も
た

ち
を
見
か
け
た
ら
「
お
は
よ
う
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
四
月
か
ら
四
賀
地
区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

胡
桃
澤
伸
一
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
賀
地
区
は
、
自
然
と
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
受
け
継
が

れ
、
見
守
り
や
生
活
の
支
え
合
い

が
あ
る
素
晴
ら
し
い
地
域
で
す
。

　

平
成
十
七
年
に
松
本
市
に
合

併
し
た
四
賀
地
区
（
旧
四
賀
村
）

は
、
合
併
当
時
六
〇
七
〇
人
だ
っ

た
人
口
が
四
五
五
四
人
ま
で
減
少

し
、
高
齢
化
率
四
十
二
％
と
二
・

四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
で
あ

り
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化

に
伴
う
人
口
減
少
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、松
本
市
で
は
、

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
四
賀
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
（
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
家
で
、地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
）
に
向
け
た
検
討

を
、
住
民
や
団
体
の
皆
さ
ん
と
協

働
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
本
市
で
は
、「
健
康

寿
命
延
伸
都
市
・
松
本
」
を
さ

ら
に
創
造
し
て
い
く
た
め
、
も
う

一
段
上
の
ま
ち
づ
く
り
「
生
き
が

い
の
仕
組
み
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
伸
び

や
か
で
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

四
賀
地
区
で
は
、
公
民
館
活

動
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
う

し
た
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
の

果
た
す
役
割
が
益
々
重
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
皆

様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
四
賀
地
区
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
に
あ
た
り
、
職
員
一
同
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

四賀地区地域づくり
センター長（四賀支所長）
胡桃澤　伸一

四
賀
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

四
月
一
日
開
所
し
ま
し
た

信州あいさつ運動

から始まる元気な1日おは
よう！

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
の

果
た
す
役
割
が
益
々
重
要
に
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四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人
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和
田
昌
朝　
　

鳥
羽
敬
二　

　

有
賀
江
美
男　

川
久
保
英
津

　

川
窪
け
さ
み　

瀧
澤
長
子　

　

市
川
益
甫　
　

柏
原　

章　

　

坪
田　

稔　
　

高
橋
達
郎　

　

斉
藤
善
光　
　

長
岩
政
雄　

　

藤
松　

秀

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

◎
関
口
秀
徳　

〇
山
田
光
子　

　

坪
田
芳
子　
　

本
木
智
恵
子

　

児
玉
り
え　
　

中
澤
恵
利
子

　

草
田
美
子　
　

◆
文
化
委
員
会

◎
佐
々
木
清
夫
〇
齋
藤
一
徳　

　

瀧
澤
長
子　
　

瀧
澤
正
行　

　

竹
内
政
恵　
　

横
内
怜
子　

　

小
林
雅
子　
　

常
田
兼
弘　

　

小
林
亮
一　
　

望
月　

清　

　

坪
田　

稔　
　

藤
松
正
之　

�

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

�

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町会長･町内公民館長･体育部長名簿◎地 区 会 長
○４ブロック会長
　　（敬称略）

平成

30年度

　

公
民
館
事
業
の
企
画
立
案
・

運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、
四

賀
公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
運
営
委
員
会

◎
大
澤
好
市　

〇
坪
田　

稔　

　

佐
々
木
清
夫　

市
川
明
仁　

　

中
嶋  

博　
　

関
口
秀
徳　

　

山
岸　

忍　
　

瀧
澤
正
行　

　

長
岩
政
雄　
　

常
田
兼
弘　

◆
館
報
編
集
委
員
会

◎
中
嶋　

博　

〇
小
沢
幸
子　

　

藤
松
正
之　
　

松
村
京
子　

　

溝
口
清
水　

◆
体
育
委
員
会

◎
市
川
明
仁　

〇
望
月　

剛　

　

岩
渕
満
喜
子　

上
田
剛
史　

　

青
木
美
枝　
　

麻
生
仁
志　

　

横
山
健
治　
　

小
口
正
盛　

四
賀
公
民
館
委
員

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長　
　

胡
桃
澤
伸
一

　

課
長
補
佐　
　

増
田　

香

　

主　
　

査　
　

佐
藤
和
彦

　

嘱
託
職
員　
　

久
保
田
洋
子

　
　
　
　
　
　
　

横
山
栄
子

　

臨
時
職
員　
　

川
久
保
友
美

　
　
　
　
　
　
　

海
野
寿
子

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
四
賀
担
当
）

　

保
健
師　
　
　

伊
東
裕
輔

農
政
課

生
産
振
興
担
当（
四
賀
農
林
担
当
）

　

課
長
補
佐　
　

青
木
美
伸

　

生
産
振
興
担
当
係
長�

　
　
　
　
　
　
　

降
簱　

優

　

主　
　

査　
　

竹
内
則
義

　

嘱
託
職
員　
　

米
倉
丈
博

　

職
員
紹
介

町会名 町会長 備考 公民館長 備考 体育部長 備考
反 町 坪田　一敏 本木　敏雄 本木　　昇
刈谷原町 小林　昭雄 小林　亮一 ○ 大田　吉春
七 嵐 大澤　好市 ◎ 横山　健治 小林　一俊
赤怒田 降旗　榮道 青木　隆志 高橋　達郎 ○
殿野入 斉藤　兵一 藤井　代道 小林　吉文
保福寺町 山口　昭次 両角　民雄 太田　孝臣
小岩井 伊藤　　巌 倉科　　孝 両角二美男
両 瀬 川窪　　博 〇 川窪　　博 甕　　　正
金 井 小宮山　司 金井　英男 柳沢　保司
原 山 梅川　尚茂 倉科　　実 斉藤　善光 ○
横 川 野村　郁夫 柳沢　隆夫 霜田　　啓
会 吉 武川　正二 穂高　憲一 山崎　幹雄
矢 久 望月　　清 望月　　清 ○ 本林　一登
召 田 中島　　豊 中嶋　正吾 中嶋　清登
長 越 中村　健治 中村　健治
藤 池 岩渕　幸夫 丸山　春樹 中島　正好
穴 沢 坪田　　稔 坪田　　稔 ◎ 長岩　政雄 ◎
取 出 坪田　元二 藤森　武利 坪田　孝雄
板 場 児玉　和巳 金子　　博 加納　幸一
宮 本 清野富士雄 清野富士雄 召田　秀樹
本 町 大河内忠則 金井　治夫 大河内浩明
新 町 宮川　　昇 中沢　寿男 高木　伸一
岩井堂 松村　文人 〇 松村　文人 熊谷　道応
西 宮 伴在　久男 滝沢　勝美 滝沢　義弘
落 水 藤松　正之 藤松　正之 ○ 藤松　　秀 ○
井 刈 滝沢　健一 〇 山岸　　忍 降籏　　優
執田光 和田　憲孝 和田　憲孝 和田　孝志

　

雨
の
音
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
花
桃
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
の
に
！
何
と
い
う
こ
と

だ
！
行
い
の
悪
い
人
が
い
る
の
だ

と
思
い
な
が
ら
仕
度
を
し
て
支
所

に
行
く
と
す
で
に
大
勢
の
方
が
バ

ス
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
が
出
発
す
る
と
自
然
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
横
内
文
人
先
生

か
ら
国
道
の
名
前
や
地
名
の
由
来
、

こ
れ
か
ら
見
る
花
桃
の
解
説
な
ど

軽
快
な
話
術
に
よ
り
大
雨
を
感
じ

さ
せ
な
い
車
中
で
し
た
。

　

阿
智
村
に
着
く
頃
に
は
参
加
者

の
全
員
の
行
い
が
良
い
ら
し
く
薄

日
が
射
し
、「
源
平
桃
」
の
赤
と
白

の
咲
き
分
け
が
雨
に
濡
れ
輝
い
て

い
ま
し
た
。

　

川
沿
い
の
五
千
本
の
花
桃
の
中

を
歩
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
蕾
も
多
く
、

桃
源
郷
と
呼
ぶ
眺
め
に
は
少
し
早

く
残
念
で
し
た
。

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
清
々
し
い
中

を
歩
く
心
和
む
企
画
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
（
川
久
保
英
津
さ
ん
の
投
稿
）

▼
四
賀
地
域
の
活
性
化

が
謳
わ
れ
て
き
て
も
う

何
年
も
時
間
が
経
過

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

高
齢
化
や
人
口
減
少
で

私
の
住
む
近
隣
で
も
、

老
人
の
一
人
・
二
人
世

帯
が
と
て
も
増
え
て
き

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

私
も
六
〇
代
後
半
に
突
入
、
昔
な

ら
年
寄
り
の
部
類
で
し
た
が
、
今

は
ま
だ
ま
だ
若
い
と
い
う
こ
と
で
町

会
の
仕
事
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
来
る
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら

こ
な
し
て
は
い
る
も
の
の
、
正
直
な

か
な
か
き
つ
い
で
す
。
何
か
良
い
方

法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

▼
近
年
、
四
賀
地
区
に
飲
食
店
の

数
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
住

人
だ
け
で
な
く
Ｉ
タ
ー
ン
で
来
た
方

も
起
業
し
て
い
ま
す
。
私
も
会
田

で
営
業
し
て
お
り
ま
す
が
、
殆
ん

ど
人
通
り
は
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
、

内
外
か
ら
の
人
通
り
が
増
え
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
努

力
が
大
事
で
す
が
、
住
民
み
な
さ

ん
の
協
力
で
、
元
気
な
姿
に
な
っ
て

ゆ
く
四
賀
の
姿
を
見
た
い
も
の
で
す
。

▼
旧
会
田
小
学
校
の
跡
が
更
地
と

な
り
ま
し
た
。
寂
し
い
限
り
で
す
が
、

視
界
が
広
が
り
、
常
念
岳
を
は
じ

め
北
ア
ル
プ
ス
の
姿
が
と
て
も
美
し

く
見
え
ま
す
。
公
園
に
な
れ
ば
良

い
の
に
、
と
春
の
風
景
の
中
ぼ
ん
や

り
と
思
い
ま
す
。

維
持
課 

管
理
担
当（
地
籍
調
査
）

　

課
長
補
佐　
　

柏
原
秀
昭

　

嘱
託
職
員　
　

大
久
保
博
勝

　
　
　
　
　
　
　

中
田
将
之

四
賀
公
民
館

　

館　
　

長　
　

百
瀬
光
男

　

公
民
館
主
事　
　

深
澤
勝
彦

　

臨
時
職
員　
　

田
中
明
日
花

人
事
異
動

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

内
山
博
司

�
→
市
民
相
談
課
長

主　
　

任　

藤
森
一
孝

�

→
消
防
防
災
課

嘱
託
職
員　

金
子
美
津
代
→
退
職

研
究
員　

丸
山
裕
也　

→
退
職

四
賀
公
民
館

臨
時
職
員　

本
林
秀
一
→

�

あ
が
た
の
森
文
化
会
館
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湧 き 水


